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２０２４年度別海高校便り

別海高校NOWをご愛読の皆様、校長の織井です。今回は、
高校での定期考査について記事をまとめさせていただきました。
私も立場上、多くの中学校を訪問して生徒さんの前でお話しし
たり、質問を受けたりする機会がありますが、高校は定期テス
トがあって赤点をとると留年だというのが皆さんの一番の心配
事なんだなぁ～と感じています。
しかし、現在は定期テストの期間でテストを行う科目は少な

くなり、単元ごとの確認テストをすることが多くなってきました。
できなければ何回でも再テストを受験できるので頑張れば大丈夫
です。テスト前の詰め込み学習ではなく、単元の目的や意義を
理解した中で日々の授業を大切にし、新たな知識や技術を身に
つけたことに喜びを感じられるようになれば理想です。赤点や留年や不合格にならないことだ
けを学びのモチベーションにする時代は終わらせていかなければなりません。

校長室より

高校の考査について

実際に行われた、令和６年度前期中間考査の時間割です。
考査は、3日間で1日3科目程度となっています。この考査期間にテストをするかしないかは、

教科によってまちまちですが、最近は、単元が終わるごとに確認テストをする教科が増えていま
す。大昔は「テストの点数＝評価」という感じでしたが、現在は、３つの観点に基づき、単元テ
スト、レポート、アンケート、発言の内容や論理性、学びに向かう姿勢など多面的に評価し、そ
の評価をさらに今後の学習につなげていくという仕組みになっています。
学習は、本来、新しい知識や技術が身につき、自分の可能性を見いだせる楽しいことのはずな

のです。点数に一喜一憂せず、いろいろなことに興味関心を持ち、物事を深く考えながら、自分
の長所をさらに伸ばすような学びを続けて欲しいと思います。

1年D組の弁当の日
生徒たちが自分でお弁当を作って
きて校長室で一緒にたべました。
初めて卵焼きを焼いたという生徒
もいましたがとても上手でした。



中学生からの質問募集コーナー

別海高校ＮＯＷで高校生活に関する疑問や取り上げて欲しい話題をほしい
記事の募集しています。こんなことが知りたい！別海高校のこんなところが
気になっています！などありましたら、是非お寄せください。

ご要望はこちらから→→→

高校の考査と評価の仕組みについて

別海高校では、年に４回（６月・９月・11月・２月）の定期テストを実施しています。この

定期テストでは、基本的な内容から発展的な内容まで幅広く出題され、試験時間50分間の中
で解答をします。
このテストの点数や、日常の取り組み（授業の取組や発表、課題、振り返り等）などを総合的

に評価して、10～１までの10段階評価と学年末に５～１までの５段階評定がつきます。

評価・評定で１がついてしまうとその科目を修めたとは認められず、各学年で決
まっている科目を修めなければ、進級や卒業ができないというのが高校の仕組みです。

（文責：教務主任 田村）

酪農経営科では、よりリアルな学びを目指して「高校生が経営する育成牧場」
というのを企画しています。全くの手探りでうまくいくかどうかはわかりません
が、酪農後継者を育てる会や学校運営協議会などで意見を伺ったところ「おもし
ろいから是非やってみろ」という声を多数いただき、現在、企画準備中です。今
後の動きは逐一ご報告したいと思っていますし、一緒にやりたいという中学生が
別海高校の酪農経営科に入学してくれたらとてもうれしいです。

酪農経営科の新たな取り組み
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